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ＣＣＳ（Carbon dioxide Capture and Storage）概要

工場や発電所などから排出される二酸化炭素（CO2）を含んだガスからCO2を分

離・回収して、地下深くの安定した地層の中に貯留する技術。CO2の大気中への

放出を大量に削減できるため、省エネルギー、再生可能エネルギーなどとともに、

地球温暖化対策に貢献していくことが期待されている。

NEDO CCUS研究開発・実証関連事業
苫小牧におけるCCUS大規模実証試験













8

液化CO2サプライチェーン強靭化検証①
概要
・船舶を利用したCO₂サプライチェーンの構築を図るため、荷役条件

(温度圧力)の異なる液化CO₂の取扱に関わる実証試験として、

液化CO₂のタンク/ローリー間の輸送を実施する。

検証内容

・荷役時の液化CO₂の流量、温度、圧力、組成、所要時間のデータ

を収集する。特に、条件の異なるタンクとローリー間での安全な荷

役方法を確立するための重要な要素である温度・圧力データは

所用時間と合わせて解析を行う。

期間
・2026年2月～
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実証船 えくすくぅる 船舶概要

竣 工

船 種 -20 -50

船 級

主要寸法

貨物タンク

1.9(安全弁設定圧)

1.030 1.154

1,4502023年11月

液化ガスばら積船

日本海事協会

独立型 - type C

全長 約72.0m

船幅 約12.5m

喫水 約4.55m

タ

ン

ク

の

設

計

条

件

容量(㎥)

温度(℃)

圧力(MPaG)

液密度(kg/L)

提供：NEDO、山友汽船
撮影：日本CCS調査株式会社

• 低温低圧液化CO₂を積載可能な世界初の実証試験船として2023年11月に竣工。
• 日本ガスラインが裸傭船し、運航を開始した。
• 2025年度は引き続き低温低圧域の連続的な輸送実証を展開。
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液化CO2の物性 基礎・応用研究開発

1. 液化CO2の流動について、小型流動実験と流体シミュレー

ション（CFD）を用いて検討。

2. 小型流動実験では圧送型試験装置を製作し、高速度カメラ、

PIV（Particle Image Velocimetry）で解析を実施

3. 圧送型試験装置で得られた実験結果とCFDで得られたオリ

フィス下流での圧力分布や噴流状態等との再現性を確認。

4. 圧送型ではドライアイス生成までは確認できなかったので、

流動実験の長時間化、高流速化を目指して循環型試験装置を

製作中。
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最後に

１．課題と今後の取組み
・低温・低圧液化CO2貯蔵用大型タンクの選定材料と

試設計成果の検証
・輸送コストに影響の大きい船陸間荷役時間の

更なる短縮化
・安全性の向上と輸送コスト削減に繋がる船舶設備の更新
・液化CO２を配管移送する際のドライアイス生成の条件

（温度・圧力・流速等）の特定と回避策提案

２．実用化・事業化の見通し
・液化CO2船舶輸送バリューチェーン共通化協議会での

本事業成果の活用
・先進的ＣＣＳ事業での本事業成果の活用


